
「魅力ある大学院教育」イニシアチブ
－ 創造性豊かな若手研究者養成のための重点支援 －

① 優れた研究者養成機能と学術研究の高度化
② 高度専門職業人の養成機能、社会人の再教育 など

大学院における人材養成機能の重要性を踏まえて、これまで量的 ・ 質的な整備を実施

○ 大学院の量的整備

○ 大学院の新たな質的充実（大学院教育の実質化）

○ 課程の目的・役割（養成する人材像）の明確化と
独創的な教育課程の構築

○ 優秀な学生のキャリアパス形成に関する指導

課題
○ 社会のニーズに応えられる若手研究者育成に主眼を
置いた意欲的かつ独創的な大学院教育の取組を重点的
に支援

→ 広く情報提供し、他大学における取組の参考となるこ

とも期待（ＧＰ）

実現方策

１０年間で在学者数が２倍となるなど着実に進展

平成５年度 平成１５年度
○在学者数 全体 １２２，３６０ 人 ⇒ ２３１，４８９ 人 （１０年間で ２倍）

（うち博士課程 ３５，４８９ 人 ⇒ ７１，３６３ 人）

大学院の主な役割

大学院の量的拡大と相まって、知識基盤社会の到来に伴い、大学院教育に対する社会のニーズも多様化／高度化
例えば
・国際的な研究活動の中でリーダーシップをとれる資質
・研究開発の企画・管理等のマネジメント能力
・新分野・異分野にも対応できる柔軟な発想力

専門性を高める教育研究に加え、新たな教育内容・方法が必要

（新 規）
平成１７年度予算 ３０億円


	「魅力ある大学院教育」イニシアチブ－ 創造性豊かな若手研究者養成のための重点支援－

